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☆シゲルくん通信の第７２号をお届けします。次回のお役立ち情報をお楽しみに☆

防水工事の茂興業がご縁のある皆様にお送りする瓦版です。よろしくお願いします。
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▲文・絵：ことだま遊書作家：ことだま千絵子

こんにちは 防水工事の茂興業社長の高橋英樹です。
新潟は、桜が満開です。会社は４月２７日より５月６日
まで１０日間の連休です。
４月２０日に経営計画発表会を開催しました。
昨年よりドローンによる現場の撮影を開始、６月には防
水ノウハウ活用セミナー第８弾を開催します。４月に新
入社員さんを迎え、今年も建物超寿命化支援企業とし
てご提案します。

４月20日（土） 2019年度「全社会議」経営計画発表会（ｱｰﾄﾎﾃﾙ新潟駅前）

2019年4月20日(土)にアートホテル新潟駅前にて2019年度「全社会議」経営計画発表会を開催致しました。
増村統括本部長より、2019年度のロードマップについて詳細にご説明頂きました。
茂興業のロードマップは５年先に茂興業が目指す目標点に達するまでの大きな柱を中心として戦略面と組織面にわけた観点
で詳細な実行対策を組み立てています。また、高橋社長より、９名の辞令交付を行いました。２０１９年度 新体制になった茂興
業㈱は「建物超寿命化支援企業」として活動して参ります！

▲２０１９年度 経営計画発表会 終了後

▲辞令交付

思い込みが行動を妨げることがあります。

こうに違いない…。こう思われているのではないか…。

臆するより行動。試してみる、聞いてみることで一

歩前に出られることがあります。

思いつきやひらめきは大切にしています。私はひら

めきノートを作って書いて残しています。

▲2019年度の私の夢を語る

▲永年勤続表彰

▲ロードマップについて



★『建物超寿命化支援企業』の茂興業㈱がお客様の大切な資産を守ります★

ＴＥＬ ０２５－２２８－０３５１ 茂興業(株)

荻昌弘さんを愛してやまない俺ちゃん的シネマコラム

連載第１２回 今月のテーマ 『 電話 』

☆彡今月のメーカー様研修☆彡今月の社内研修

4月6日、コニシ(株)向井様よ
り『タイル張り仕上外壁総合補
修システム』 と 『外壁補修工
法について』の研修を行って
いただきました。
ありがとうございました。

▲研修風景

▲コニシ(株) 向井 様

4月6日、営業部 横野部長より、
外壁改修アスベスト撤去工事
について研修を行って頂きま
した。
石綿を飛散させない適切な工
法などを詳しく説明されました。
また、６月開催の防水ノウハ
ウ活用セミナーでもアスベスト
について詳しくご説明致します。

▲研修風景

▲営業部 横野部長

こんにちは(^-^) 自称、茂興業内で一番の映画好き、増村文武です。
今月もテーマに沿っておススメの映画を御紹介させていただきます。

連載第１２回目のキーワードは 『 電話 』
右を見ても左を見ても老若男女どこもかしこも、すっかりスマートフォンの時
代ですね。 現在の我々の生活の中では良くも悪くも肌身離さず持ち歩いてい
る必需品となったスマートフォンですが、元をたどれば一昔前の携帯電話やポ
ケベルはたまた屋外の電話ボックスそして通信手段の原点であった有線の固定
電話へと辿り着きますね。 今回は映画の重要な小道具である『 電話 』に
焦点をあてて、最新の作品も含めたおすすめの3本を御紹介致します(^^)

➊『 THE GUILTY ギルティ (2018年 デンマーク映画)』
この原稿を書く直前に映画館で観てきました、珍しいデンマーク製の最新劇場公開作品。 デンマーク警察の緊急通報指令室を舞台
に、電話からの声と音だけをヒントに誘拐事件を解決していく新感覚サスペンス。 劇中9割は電話でのやりとりという前例を見な
い展開と後半の予測不能なドンデン返し。 BGM全くなしの終始張りつめた緊張感。 まだまだアイデア次第でこんなに面白い映画
は作れるのですね~    ある事件を理由に心に問題を抱えている指令室オペレーター役の主人公の、陰を漂わせる演技も秀逸。 題名の
ギルティは『有罪』という意味ですが、本作を見終わればこの題名の持つ意味合いの深さに納得必死な、お薦めの一本デス(^^)

❷『 フォーン・ブース (2002年 アメリカ映画)』
21世紀初頭は、まだまだ公衆電話ボックスも充分に現役だったのですね~  当時の旬俳優コリン・ファレルを主人公に起用、ニュー
ヨークのPR会社の一流宣伝マンが、電話ボックスという公衆の面前にさらされた限定空間の中で突如正体不明の人物に脅迫され、見
えない敵によるライフルでの狙撃の恐怖に見舞われる緊迫感と臨場感に溢れたサスペンス。 電話を切ったら殺されるという状況、
更に複雑な展開の末、警察からも犯人扱いされて狙撃されそうな最悪の事態に追い込まれていくさまは、ヒッチコック映画を踏襲し
た『巻き込まれ型サスペンス』の秀作デス!

❸『 ボーンシリーズ (2002年~2016年 アメリカ映画)』
007シリーズとは全く趣を変えた、ロバート・ラドラム原作の硬派なスパイ映画シリーズの金字塔。 一作目『ボーン･アイデンティ
ティー』後に4本のシリーズ及び関連作品が作られていますが、いずれの作品にも必ずと言っていいほど携帯電話やスマホが重要な
小道具として登場しますね。 マット・デイモン演じる主人公のストイックな魅力やカーチェイス、痛みを感じる現実的な格闘シー
ンなど本シリーズの見所はつきませんが、もう一つ際立っている魅力の一つが使い捨てのプリペイド携帯やGPSでの追跡などを駆使
したリアルな情報戦の面白さではないでしょうか? エンディングロールで流れるシリーズ主題歌・モービーの『エクストリー
ム・ウェイズ』も、絶妙にマッチングしすぎていて心に染みわたりマス(^^♪

もし御興味が沸いてきましたら、皆様もぜひ一度御鑑賞を (^_-)-☆


